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1

中
世
末
ま
で
の
転
義
に
至
る
過
程
を
中
心
と
し
て

ー

中

山

俊

子

一

は
じ
め
に

二

「失
す
〉
失
せ
る
」
の
意
義
と
用
例

三

〔見
え
な
く
な
る
、
消
え
る
〕
の
時
代
的
変
化

三
の

一

主
体
の
通
時
的
変
化
と
意
義
の
変
化

三
の
二

修
飾
句
の
存
在
と
意
義
の
変
化

三
の
三

中
世
末
ま
で
の
意
義
の
変
化
の
ま
と
め

四

お
わ
り
に

要

旨
中
古

・
中
世

で
広
く
流
通
し
た

「失

す
〉
失
せ
る
」
は
中
世

末
か
ら
近
世

に
か
け
て
本
義

「
な
く
な
る
、
い
な
く
な
る
」

の

衰
退
と
共

に
卑
罵
語

「
行
く
」
「来
る
」
「
居
る
」
に
転
義
し
た
。

本
稿
で
は
本
義
と
転
義

の
意
義
的
、
機
能
的
、
待
遇
的
な
差

の

大
き
さ
に
着
目
し
、
転
義
に
到
る
ま
で
の
過
程
を
意
義

の
変
化

に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
主
に
主
体
と
修
飾
句
の
面
か
ら
通
時
的

に

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
主
体
の
変
化
が
述
語
の
意
義
を
変
化

さ
せ
る
明
ら
か
な
検
証
が
得
ら
れ
た
。

更
に
主
体
の
変
遷
と
共

に
述
語
の
意
味
を
補
足
な
い
し
は
際
だ
た
せ
る
た
め
に
文
脈
に

様
々
な
修
飾
語

(句
)
が
現
れ
、
そ
れ

に
引
き
ず
ら
れ
た
述
語

は
そ
れ
ま
で
沈
潜
さ
せ
て
い
た
意
義
機
能
を
露
わ
に
し
て
く
る
。

「失
す
V
失
せ
る
」
の
中
古
中
世
の
用
例
を
注
意
深
く
観
察
す

る
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
言
語
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
検
証
し
た
。



一

は
じ
め
に

「
う
す
〉
う
せ
る
」
は
、
日
本
語
の
転
換
期
と
言
わ
れ
る
中
世
か

ら
近
世
に
か
け
て
下

一
段
化
し
、
そ
れ
と
共
に
、
も
と
も
と
の
意
義

「存
在
し
て
い
た
も
の
が
な
く
な
る
」
か
ら
大
き
く
転
じ
て

「行
く
」

「来

る
」
「居
る
」
を
卑
し
め
罵

っ
て
言
う
語
と
な

っ
た
。
本
稿
の
目

的

は
無
意
志
性
の
状
態
動
詞
か
ら
意
志
性
の
移
動
動
詞
に
転
義
す
る

ま

で
の
そ
の
転
義
に
至
る
過
程
を
中
世
の
用
例
用
法
を
中
心
に
検
討

し
、
通
時
的
な
意
味
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

「
う
す
V
う
せ
る
」
は
も
と
も
と
は

「
う
し
な
ふ
」
や

「
薄
し
」

と
同
系
統
の
語
で
あ
り
、
「も
と
の
形
が
次
第
に
薄
れ
て
な
く
な
る
」

と

い
う
状
態
性
の
意
味
か
ら
意
義
が
広
が

っ
て
行

っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

本
義

「
存
在
し
て
い
た
も
の
が
な
く
な
る
」
は
更
に

「
死
ぬ
」

「適
当
な
状
態
で
な
く
な
る
」
に
意
義
が
分
か
れ
て
行
く
。

転
義
も

「行
く
」
「来
る
」
「居
る
」
の
意
で
相
手
を
罵

っ
て
言
う
語

に
分
か

れ

て
行
く
。

国
閉
凹

は
作
品
の
中

に
お
け
る

「
う
す
V
う
せ
る
」

の

本
義
と
転
義
計
六
意
義

の
作
品
別
、
時
代
別
の
分
布
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
文
献
は

一
応
年
表

に
従

っ
て
並

べ
て
あ
る
。
『今
昔
物
語
集
』

は
あ
ま
り
に
用
例
が
多
い
の
で
、
巻
二
二

(本
朝
)
～
巻
三
〇

(本

朝
付
雑
事
)
ま
で
の
う
ち
巻
二
七

(本
朝
付
霊
鬼
)
を
除
く
八
巻
に

限
定
し
、
合
計
が
約
百
に
な
る
よ
う
に
し
た
。

こ
れ
ら
八
巻
は
怪
異

譚
的
な
説
話
が
少
な
く
、
あ
る
程
度
成
立
年
代

の
語
彙
語
法
を
拾
え

る
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
た
め
で
あ

る
。

さ
て
、

国
剛
田
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、

一
に
、
近
世

『虎
明
本
狂

言
』
で
明
ら
か
に
本
義
か
ら
転
義

へ
と
趨
勢
が
交
代
し
て
い
る
こ
と
。

二
に
、
中
古
中
世
で
は
原
義

「
見
え
な
く
な
る
、
消
え
る
」

よ
り

「死
ぬ
」

の
ほ
う
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
三
に
、
「適
当
な

状
態
で
な
く
な
る
」
は
中
世
を
中
心
に
現
れ
て
い
る
こ
と
。
以
上
の

三
点
で
あ
る
。

卑
罵
語
に
転
義
し
た
時
期
と
原
因
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
時

期
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
と
は
言
え

る
が
特
定
は
で
き
な
い
。

『
日
葡
辞
書
』
は

「な
く
な
る
、
み
え
な
く
な
る
、
逃
げ
去
る
、
自

国
を
去
る
、
他
国

へ
逃
げ
る
」
と
説
明
し

「
行
く
」

「来
る
」

に
ま

で
及
ん
だ
説
明
は
な
い
。
卑
罵
語
自
体
が
特
殊
な
位
相
語
で
あ
る
か

ら
大
衆

の
中

に
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
編
纂
者
の
目
に
止
ま
ら
な

か

っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
本
書
は
卑
語

も

〔B

・
(B
a
ix
o
)
下

品
な
〕
と
そ
の
印
を

つ
け
て
採
録
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

「う
す
V
う
せ
る
」
に
卑
語
の
印
が
な
い
こ
と
か
ら
、
卑
罵
語

「
行

く
」
「来
る
」
に
な

っ
た
の
は
近
世
に
な

っ
て
か
ら
と
推
定
さ
れ
る
。

転
義

の
原
因
と
し
て

「
う
せ
る
」
と
下

一
段
化
し
た
こ
と
が
転
義
を

促
す
な
ど
何
ら
か
の
関
連
が
あ

っ
た
の
か
を
検
討
し
た
が
関
連
性
は

認
あ
ら
れ
な
か

っ
た
。
中
世
末
に
記
さ
れ
た
た
だ

一
種
類

の
狂
言

テ

　　
こ

キ
ス
ト
と
み
ら
れ
る

『
天
正
狂
言
本
』

に
お

い
て
下

一
段
化
し
た

　　
ニ
　

「う
せ
る
」
が
二
例
見
ら
れ
る
が
い
ず
れ
も
意
義
は
本
義

の
ま
ま
で
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あ

り
、
近
世
初
期
の

『
虎
明
本
狂
言
』
に
お
い
て
初
め
て
転
義
し
た

卑
罵
語

マ
つ
す
〉

つ
せ
る
」
が
大
量
に
現
れ
る

(
国
闡
]

参
照
)
。

そ
の
場
合

「う
す
る
」
と
下
二
段
の
ま
ま
で
あ

っ
て
も
意
義
は
転
義

　ま
う

し

て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

一
段
化
し
た
こ
と
が
転
義
に
影
響
し

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
従

っ
て
、
転
義
に
到
る
過
程

は
中
世
ま
で
の
用
例
用
法
の
中
に
あ
る
と
み
て
、
本
稿
で
は
中
世
を

中
心
に
語
の
特
質
、
主
体
の
種
類
、
共
起
す
る
修
飾
句
の
在
り
方
な

ど
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

そ
こ
か
ら
状
態
性

の
意
義

で
あ

っ
た

「
う
す
〉
う
せ
る
」
が
移
動
性
の
意
義

へ
と
転
義
し
て
い
く
様
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
。
過
去
に

「
う
す
V
う
せ
る
」
に
触
れ
た
論
文
は

　　
　
　

小
久
保
崇
明
氏
、
山
口
仲
美
氏
に
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

「
う
す
〉
う

せ
る
」

の
語
の
特
性
に
注
目
し
通
時
的
な
意
味
の
変
遷
を
追
う
も
の

で
は
な
い
。
本
論
に
入
る
前
に
使
用
し
た
文
献
を
先
に
示
し
て
お
く
。

・
日
本
古
典
文
学
大
系

・
岩
波
書
店

(日
本
書
紀

・
日
本
霊
異
記

・

竹
取
物
語

・
大
和
物
語

・
伊
勢
物
語

・
今
昔
物
語
集

・
平
家
物

語

・
曾
我
物
語

・
御
伽
草
子

・
黄
表
紙
洒
落
本

・
五
大
力
恋
縅

・

浮
世
風
呂
)

・
新
日
本
古
典
文
学
大
系

・
岩
波
書
店

(源
氏
物
語
別
巻

・
源
氏

物
語
索
引
)

・
日
本
古
典
文
学
全
集

・
小
学
館

(近
松
門
左
衛
門
集

一
・
二
)

・
『補
訂
版
萬
葉
集

本
文
編
』
佐
竹
昭
広

木
下
正
俊

小
島

憲
之
共
著

平
成
十
年
補
訂
版

一
刷

塙
書
房

・
『万
葉
集
漢
文
漢
字
総
索
引
』
西
大
寺
本
万
葉
集
底
本

日
吉

盛
幸
編

笠
間
書
院

・
『竹
取
物
語
総
索
引
』
山
田
忠
雄
編

昭
和
三
十
三
年

武
蔵

野
書
院

・
『天
正
狂
言
本

本
文

・
総
索
引

・
研
究
』
内
山
弘
編
著

平

成
十
年

笠
間
書
院

・
『醒
睡
笑

静
嘉
堂
文
庫
蔵

本
文
編
』
岩
淵
匡
編

昭
和
五

十
七
年

笠
間
書
院

・
『
ハ
ビ
ヤ
ン
抄

キ
リ
シ
タ
ン
版
平
家
物
語
』
亀
井
高
年
、
坂

田
雪
子
翻
字

一
九
六
六
年

吉
川
弘
文
館

・
『
徒
然
草
』
安
良
岡
康
作
訳
注

旺
文
社

・
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
の
研
究

本
文
篇
上
』
池
田
廣
司

北

原
保
雄

昭
和
四
十
七
年

表
現
社

・
『
天
正
狂
言
本
全
釈
』
金
井
清
光

平
成
元
年

風
間
書
房

・
『大
和
物
語
語
彙
索
引
』
塚
原
鉄
雄

曽
田
文
雄
編

昭
和
四

十
五
年

笠
間
書
院

・
『伊
勢
物
語
総
索
引
』
大
野
晋

辛
島
稔
子
編

昭
和
四
十
七

年

明
治
書
院

・
『今
昔
物
語
集
自
立
語
索
引
』
馬
淵
和
夫

有
賀
嘉
寿
子
編

昭
和
五
十
七
年

笠
間
書
院

・
『曾
我
物
語
総
索
引
』
大
野
晋
編

昭
和
五
十
四
年

至
文
堂
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二

「失
す
V
失
せ
る
」
の
意
義
と
用
例

古
代
の
用
例
を
検
討
す
る
前
に
現
代
の

「失
せ
る
」
の
位
置
を
確

認
し

て
お
く
。

『分
類
語
彙
表
』
(国
立
国
語
研
究
所

・
昭
和
三
十
九
年
版
)

に
よ

る
と
、
2
、
用
の
類

1
2
4

抽
象
的
関
係

残
存
、
消
滅

の

項
に

失
せ
ル

消
え
失
せ
ル

逃
げ
失
せ
ル

の
よ
う
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、

一
応
現
代
語
と
し
て
の
位
置
は
保

っ

て
い
る
。
ま
た
、
『
新
明
解
国
語
辞
典
』
に
は
意
義
分
類
が
次

の
よ

う
に
あ
る
。

①
無
く
な
る

(「
死
ぬ
」
意
の
老
人
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
)

②

〔見
え
な
く
な
る
、
の
意
〕
「
行
く

・
去
る
」

の
口
頭
語
的

表
現

用
例
と
し
て
は

「人
影
が
失
せ
る
」
(『
日
本
語
表
現
活
用
辞
典
』)
、

「や

る
気
が
ー

、
活
気
が
ー

、
血
の
気
が

i

」
「
と

っ
と
と
失

せ
や
が
れ
」
(『新
明
解
国
語
辞
典
』)
、
「危
険
が
こ
の
先
な

い
と
す

れ
ば
、
さ
し
あ
た
り
私
の
生
甲
斐
は
失
せ
、
私
の
住
ん
で
い
た
世
界

は
瓦
解
す
る
の
だ

っ
た
。
」
(三
島
由
紀
夫

・
金
閣
寺
)

の
よ
う
に
、

文
の
中
に
現
れ
る
と
多
少
古
風
な
感
じ
が
し
、
主
体
と
な
る
も
の
に

は
希
望
、
意
識
、
気
力
な
ど
抽
象
的
な
概
念
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

物
が
主
体
と
な
る
と
き
は

「
こ
こ
に
置
い
て
い
た
荷
物
が
い
つ
の
ま

に
か
消
え
失
せ
た
。」
「
桜
も
す

っ
か
り
散
り
失
せ
た
。
」

の
よ
う
に

複
合
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
口
頭
語
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

こ
れ
ら
主
体
の
抽
象
性
や
複
合
し
た
用
法
は
中
古
中
世
か
ら

「
う
す

〉
う
せ
る
」

の
持

つ
個
性

で
あ
り
、
中
世
末

で
ほ
ぼ
本
義
と
し
て
の

役
割
は
消
え
た
か
に
見
え
た

「
う
す
〉
う
せ
る
」

で
あ
る
が
、
現
代

で
も
命
脈
を
保
ち
、
現
代
語
彙
の

一
角
を
担

っ
て
い
る
と
言
え
る
。

さ
て
本
義

「存
在
し
て
い
た
も
の
が
な
く
な
る
」
は
上
代
の
日
本

書
紀
、
万
葉
集
か
ら
用
例
が
見
ら
れ
現
代
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
転

義
は
対
者
卑
語
と
い
う
言
い
方
も
で
き
、
近
世
の
主
に
狂
言
、
歌
舞

伎
、
浄
瑠
璃
の
中
に
現
れ
、
現
代
で
は
方
言
と
し
て
各
地
方
に
残

っ

　　

ま
　

て
い
る
。
(転
義
は
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。
)
次
に
意
義
の
説
明
の
後
、

な
る
べ
く
古
い
用
例
を
三
例
ず

つ
示
す
。
そ
の
場
合
、
ア
が
も
と
も

と
の
意
義
で
イ
、
ウ
は
ア
か
ら
転
じ
た
意
義
と
理
解
す
る
。

ア
、
物
事
や
人
が
そ
の
場
か
ら
見
え
な
く
な
る
。
ほ
ろ
び
る
。
消

え
る
。

①

稲
む
し
ろ
川
そ
ひ
や
な
ぎ
水
行
け
ば
靡
き
起
き
た
ち
そ
の

根
は
宇
世
ず

(日
本
書
紀

・
顕
宗
即
位
前

・
歌
謡

・
八
三
)

・
露

こ
そ
ば

朝

に
置
き
て

夕
に
は

消
ゆ
と
言

へ

霧

こ

そ
ば

夕
に
立
ち
て

明
に
は

失
す

と
言

へ

(萬
葉

・
二

・

二

一
七

・
柿
本
人
麻
呂
)

・
馬
を
移

(は
し
)
ら
せ
疾
く
前

(す
す
)
め
ば
、
近
づ
く
に

随
ひ
叫
ぶ
こ
ゑ
、
漸
く
に
失
せ
て
叫
ば
不
。
(
日
本
霊
異
記

・

史語S剳せ失　す失厂23　



中

・
第
二
十
二
)

イ
、
人
が
こ
の
世
か
ら
居
な
く
な
る
。
死
ぬ
。

②
高
彦
根
神
念
り
て
曰
く

朋
友
喪
亡

(
ウ
セ
)
た
り

故
吾

即
ち
来
弔
ふ

如
何
ぞ
死
人
を
我
に
誤

つ
や

(
日
本
書
紀

・
神

代
下

・
水
戸
本
訓
)

・
年
若
く
失
す
る
王
、
最

(少
く
)
失
す
る
王

(日
本
霊
異
記

・

下

・
三
八
話
)

・
帰
り
く
る
道
と
を
く
て
、
う
せ
に
し
宮
内
卿
も
ち
よ
し
が
家

の
前
来
る
に
、
日
暮
れ
ぬ
。
(伊
勢
物
語

・
八
七
段
)

ウ
、
普
通

の
状
態
が
く
ず
れ
て
秩
序
や
調
和
が
な
く
な
る
。
適
当

な
状
態

で
な
く
な
る
。

③
各
云
合

テ
肝

・
心

モ
失
セ
テ
、
船
漕
グ
空
モ
ナ
ク
テ
ナ
ム
鎮

西

ニ
ハ
返
リ
来
タ
リ
ケ
ル
。
(今
昔
物
語
集

・
巻
二
九

・
三

一
)

・
肝
心
も
失
せ
て
防
か
ん
と
す
る
に
力
も
な
く
足
も
立
た
ず
、

小
川

へ
転
び
入
り
て
…
…

(徒
然
草

・
八
九
段
)

・
か
の
鬼
常
に
酒
を
飲
む
。
酔
い
て
臥
し
た
る
も
の
な
れ
ば
我

が
身
の
失
す
る
も
知
ら
ぬ
な
り
。
(御
伽
草
子

・
酒
呑
童
子
)

ア
、

イ
、
ウ
は
以
後
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
書
く
こ
と
に
す
る
。

〔見
え
な
く
な
る
、
消
え
る
〕、

〔死
ぬ
〕、

〔適
当
な
状
態

で
な
く
な

る
〕
。
最
後
の

〔適
当
な
状
態
で
な
く
な
る
〕
は
中
世
か
ら
出

て
き

て
用
例
は
多
く
な
い

(
国
剛
凹

参
照
)

と
い
う
こ
と
と
、
原
義
の

〔見
え
な
く
な
る
、
消
え
る
〕
と
は
厳
密
に
意
味
を
分
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
多
く
、
文
脈
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
の
目
的
で
あ

る
転
義
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
方
向
と

は
異
な
る
の
で
考
察
の
対

象
に
し
な
い
。

〔死
ぬ
〕
は
中
古
中
世

で
は
中
心
的
な
意
義

で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
流
通
し
た
時
期
を

〔見
え
な
く
な
る
、
消

え
る
〕
と
の
関
連
で
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
転
義
し
た
卑
罵
語
は

〔行
く
〕

〔来
る
〕

〔居
る
〕
と
書
く
こ
と
に
す
る
。

三

〔見
え
な
く
な
る
、
消
え
る
〕
の
時
代
的
変
化

こ
の
章
の
論
旨
は
、
中
古
か
ら
中
世
末

に
か
け
て
の
時
代
別
用
法

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
う
す
V
う
せ
る
」
が
転
義

に
至
る
そ

の
過
程
と
変
化
を
用
例
用
法
の
中
に
探
し
出
し
、
ひ
い
て
は
語
義
の

微
妙
な
変
化
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
あ

る
。
語
の
意
味
は
共
起

す
る
他
の
語
、
時
に
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
文
の
場
面

・

　　
　む

文
脈
に
よ
っ
て
変
わ

っ
て
く
る
。
中
古
か
ら
中
世
末
に
か
け
て

「う

す
〉
う
せ
る
」
の
意
義
も
主
体
の
変
化
や
文
脈
を
左
右
す
る
修
飾
句

の
存
在
に
よ
り
明
ら
か
な
変
化
が
見
ら
れ

る
。
そ
れ
を
検
証
す
る
。

手
順
と
し
て
は
ま
ず
主
体
を
問
題
に
し
、

そ
れ
に
伴
う
意
義
の
変
化

を
探
り
、
次
に
文
脈
の
中
の
修
飾
語

(句
)

の
影
響
に
よ
る
意
義
の

変
化
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
中
古
の
文
献
と
し
て

『竹
取
物
語
』
『大
和
物
語
』
『伊
勢

物
語
』
『
源
氏
物
語
』
『今
昔
物
語
集
』
を
用

い
た
。
こ
の
う
ち

『伊

勢
物
語
』
に
は

〔見
え
な
く
な
る
、
消
え
る
〕
の
意
義
用
例
は
な
か
っ
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た
。

す
べ
て

〔死
ぬ
〕

の
用
例

で
あ
る
。
残
り
四
文
献

の

〔見
え
な

く
な
る
、
消
え
る
〕

の
用
例
を
示
す
。

④
し
ら
山
に
あ
へ
は
ひ
か
り
の
う
す
る
か
と
は
ち
を
す

て
丶
も

頼
ま
る
丶
か
な

(竹
取
物
語

・
八
ウ
)

・
さ
ら
に
少
将
な
り
け
り
と
お
も
ひ
て
、
た
ゴ
に
も
語
ら
ひ
し

中
な
れ
ば
、
あ
ひ
て
物
も
い
は
ん
と
思
ひ
て
い
き
け
れ
ば
、
か

い
消

つ
や
う
に
う
せ
に
け
り
。

一
寺
求
め
さ
す
れ
ど
、
さ
ら
に

逃
げ
て
う
せ
に
け
り
。
か
く
て
う
せ
に
け
る
大
徳
な
む

(大
和

物
語

・
一
六
八
)

・

「か
く
お
ぞ
ま
し
く
は

(略
)
『行

(く
)
先
長
く
見
え
ん
』

と
思
は
ゴ
、

つ
ら
き
事
あ
り
と
も
、
念
じ
て
、
な
の
め
に
思
ひ

な
り
て
、
か

丶
る
心
だ
に
失
せ
な
ば
、
『
い
と
あ
は
れ
』

と
な

む
思
ふ
べ
き
。
(略
)
」
(源
氏
物
語

・
帚
木
)

・
此

ハ
世
ノ
傳

バ
リ
物

ニ
テ
、
極
キ
公
財

ニ
テ
有
ル
ヲ
此
失
ヌ

レ
バ
、
天
皇
極
テ
嘆
カ
セ
給
テ
、
此
ル
事
ナ
キ
傳

バ
リ
物
ノ
、

我
ガ
代

ニ
シ
テ
失

ヌ
ル
事
」
(今
昔
物
語
集

・
巻
二
四

・
二
四
)

こ
れ
ら
の
中
で
目
立

っ
て
特
徴
的
な
の
は

『源
氏
物
語
』
で
あ

っ
て

〔見
え
な
く
な
る
、
消
え
る
〕

の
二
十

一
用
例

の
主
体
が
四
例
を
除

い
て
す
べ
て

「か

丶
る
心
」
「
う

つ
し
心
」
「光
」
な
ど
の
手
に
取

っ

て
見

る
こ
と
の
困
難
な
実
体
の
な
い
形
状
を
持
ち
、
原
義
の

「も
と

の
形

が
次
第
に
薄
れ
て
な
く
な
る
」
の
意
味
特
徴
を
共
有
す
る
こ
と

で
あ

る
。
述
語
の
意
味
は
主
体
の
在
り
方
と
密
接
に
関
連
し
合
う
こ

と
か
ら
、
ま
ず
主
体
を
問
題
に
す
る
。

三
の

一

主
体
の
通
時
的
変
化
と
意
義
の
変
化

『源
氏
物
語
』
の
主
体
の
在
り
方
と
奇
妙

に
符
号
す
る
の
が

『萬

葉
集
』
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
語
源
の

コ
兀
の
形
が
だ
ん
だ
ん
に
な

く
な

っ
て
行
く
」、
あ
る
い
は

「
は
か
な
く

て
消
え
や
す
い
」
と
い
っ

た
意
味
特
徴
を
有
す
る
も
の
が
大
勢
を
占
あ

る
。
「
消
え
る
」

の
意

味
合
い
が
強
い
。
傍
線
の
語
は
実
体
を
持

っ
た
主
体
で
あ
る
が
当
時

は

「女
」
も
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
か
、
実
体
を
持

っ
た
主

体
は
す
べ
て

「女
」
で
あ
る
。
今
そ
れ
ぞ
れ

の
主
体
を
す
べ
て
あ
げ

て
み
る
。
依
拠
す
る
箇
所
は
省
略
す
る
。

『萬
葉
集
』
…
…
…
霧

(二
)、
踏
跡
所
、
雲
、
妹
、
情
、
心
、

照
月

(計
八
)

『源
氏
物
語
』
…
…
か

丶
る
心
、
女
、
香
、
(御
)
心
(
四
)
、

光
、
う

つ
し
心

(五
)
、
心
た
ま
し
ゐ
、
明

石
君
、
外
ざ
ま

に
分
く
る
心
、
童
心
、
に

ほ
ひ
、
雲
居
雁
、
御
共
に
具
し
て
失
せ
た

る
人
、
あ
や
し
き
心

(計
二
十

一
)

『萬
葉
集
』
と

『源
氏
物
語
』
の
主
体
の
種
類
か
ら
推
測
す
る
と
、

「失
す
V
失
せ
る
」
の
上
代
か
ら
中
古
の
意
義
は

「次
第
に
無
く
な

っ

て
最
終
的
に
消
え
る
」
と
い
っ
た
ゆ
る
や
か
な
消
え
方
を
暗
示
す
る

意
味
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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し
か
し

一
方
、
『
日
本
霊
異
記
』、
『竹
取
物
語
』、
『大
和
物
語
』
、

『今
昔
物
語
集
』
の
主
体
の
種
類
を
見
る
と
、
先
に
書
い
た
よ
う
に

様
々

で
あ

っ
て
必
ず
し
も

『
源
氏
物
語
』

の
よ
う
な
体
系
的
な
事
実

を
見
せ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
も
検
証
の
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
主
体
を
あ
げ
る
が
、
傍
線

の
語
は
単
純
動
詞
で
用
い
ら
れ
た
主
体
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
複
合

動
詞
か
修
飾
句

(
タ
チ
マ
チ
ニ
、
ヤ
ウ
ヤ
ク
ニ
、
ニ
バ
カ
ニ
ナ
ム
等
)

と
共

に
用
い
ら
れ
た
主
体
で
あ
る
。
単
純
動
詞
の
主
体
に
注
目
す
る
。

動
詞

の
意
味
は
複
合
化
や
文
脈
に
修
飾
語

(句
)
が
存
在
す
る
こ
と

に
よ
り
意
義
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
単
純
動
詞
で
比
較
を
試

み
る
。

『
日
本
霊
異
記
』
…
…
舟
、
法
花
経
、
叫
ぶ
こ
ゑ
、
使
の
鬼
、

馬
牛
、
善
悪
の
法
、
光
、
月
の
光

『竹
取
物
語
』
…
…
…
光
、
い
と
お
し
か
な
し
と
お
ほ
し

つ
る

事
、

つ
ば
く
ら
め
、
か
ぐ
や
姫
、
匠
ら
)

『大
和
物
語
』
.........
(近
江
の
介
が
む
す
め
、
御
鷹
、
良
少

將

(
3
)、
少
將
大
徳

(2
)

『今
昔
物
語
集
』
は
あ
ま
り
に
多
い
の
で

一
斑
を
示
す
。
本
稿
で
は

先
に
書
い
た
よ
う
に
、
怪
異
話
に
現
れ
る
非
現
実
的
な
主
体
を
避
け

て
な
る
べ
く
中
古
末
の

「
う
す
」
の
意
義
用
法
を
取
り
上
げ
る
た
め

　　
　
　

常
套
句
表
現
ゼ

ロ
の
巻
を
選
ん
だ
。
単
純
動
詞
の
肯
定
文
の
用
例
の

み
を
と
り
あ
げ
る
…
…
玄
象
ト
云

フ
琵
琶
、
公
財
、
長
、
狐
、
飯
、

大
鐘
、
志
、
此
児

等
。

以
上
を
概
観
し
て
気
づ
く
の
は
、

一
に
、
成
立
年
次
の
早
い

『
日

本
霊
異
記
』、
『竹
取
物
語
』
の
傍
線
を
引

い
た
単
純
動
詞
用
法
の
主

体
が

『萬
葉
集
』、
『源
氏
物
語
』
の
主
体
と
同
じ
意
味
特
徴
を
有
し

て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
両
文
献
の
検
討
の
結
果
得
ら
れ
た
上
代
、
中

古
の

「失
す
〉
失
せ
る
」
の
ア
ス
ペ
ク
ト
性
を
内
包
し
た
意
義

「
次

第
に
無
く
な

っ
て
最
終
的
に
消
え
る
」
の
根
拠
を
強
め
る
要
素
で
あ

る
。
二
に
、
成
立
年
次
が
早
い

(と
さ
れ

て
い
る
)
『
大
和
物
語
』

の
主
体
が
す
べ
て
有
生
物
で
あ
り
、
意
義

は

「
い
な
く
な
る
」

の
方

が
当
て
は
ま
る
と
い
う
こ
と
。
前
の
二
例
は

「
女
」
と

「
鳥
」

で
あ

る
か
ら
上
代

・
中
古
の
主
体
に
当
て
は
ま
る
が
、
後
ろ
二
例
は
固
有

名
詞
で
男
性
で
あ
り
こ
れ
ら
は
す
べ
て

一
六
八
段

の

「良
少
將
」
か

ら
採

っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
段
は
藤
原
清
輔
が

『
袋
草
子
』

で
触

れ
て
い
る
原
初
形
態
の

『
大
和
物
語
』

に
は
入

っ
て
お
ら
ず

(解
説

一
二

七
頁
)
加
え
て
、
天
文
七
年

(
一
五
三
八
年
)

に
転
写
さ
れ
た

『美
濃
権
守
入
道
勝
命
本
』
で
は

《
一
六
八
段

の
途
中

に
殊

に
著
し

い
異
同
が
あ
る
》
(解
説
二
二
二
頁
)
等
、
中
古
初
中
期

の
資
料
と

し
て
は
問
題
の
あ
る
段
で
あ
る
。
主
体

の
種
類
か
ら
す
る
と
平
安
末

か
ら
鎌
倉
時
代
の
用
法
を
現
出
し
て
い
る
可
能
性
が
濃

い
。
三
に
、

『今
昔
物
語
集
』
で
は
仏
教
説
話
に
基
づ
く
主
体
や

「
志
」

の
よ
う

な
抽
象
的
な
主
体
、
固
有
名
詞

「玄
象
ト
云
フ
琵
琶
」

の
よ
う
な
現

実
的
な
主
体
な
ど
様
々
あ
り
中
世

へ
の
ゆ
る
や
か
な
流
れ
を
感
じ
さ
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せ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
た
上

で

『今
昔
物
語
集
』
も
視
野

に
入
れ
な

が
ら
中
世

に
移

っ
て
検
討
す
る
。

『平
家
物
語
』
『
曾
我
物
語
』
に
な
る
と
主
体
の
幅
は
有
生
物
無

生
物

に

一
層
広
が
り
、
人
間
あ
り
、
神
霊
の
化
身
あ
り
、
寺
社
の
よ

う
な
物
体
あ
り
、
中
に
は
上
代

・
中
古
の
例
と
同
じ
様
な

一
種
抽
象

的
で
曖
昧
模
糊
と
し
た
形
状
を
有
す
る
非
情
性
の
も
の
も
あ
る
。
そ

れ
に
伴

っ
て

「う
す
〉
う
せ
る
」
の
意
味
も

「
ウ
セ
」
る
時
の
状
態

が
ど
う
あ
れ
、
〔な
く
な
る
、
消
え
る
〕
こ
と
だ
け
を

い
う

の
で
あ

る
。

〔今
ま
で
存
在
し
て
い
た
も
の
が
無
く
な
る
〕
と
言

い
換
え
る

こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し

『今
昔
物
語
集
』
『平
家
物
語
』
『曾
我
物

語
』

に
も
上
代

・
中
古
の
意
味
特
徴
を
持

っ
た
主
体
が
あ
る
が
そ
れ

ら
は
総
じ
て
否
定
態
の
用
例
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
例
を
次
に
示
す
。

⑤
其
ノ
館
ノ
柱

二
書
付
タ
リ
ケ
ル
歌

ハ
、
生

ニ
テ
不
失
デ
有
ケ

リ
ト
ナ
ム
語
リ
傳

ヘ
タ
ル
ト
ヤ

(今
昔

・
巻
二
四

・
四
三
話
)

・
御
布
施
に
は
、
先
帝
の
御
直
衣
な
り
。
今
は
の
時
ま
で
め
さ

れ
た
り
け
れ
ば
、
そ
の
御
う
つ
り
香
も
い
ま
だ
う
せ
ず

(平
冢

・

灌
頂
)

・
恥
は
家
の
病
に
て
、
末
代
う
せ
ず
と
申
ど
も
、
事

に
こ
そ
よ

れ
。
(曾
我

・
巻
四
)

右
に
あ
げ
た

「書
付
タ
リ
ケ
ル
歌
」
「
御
う

つ
り
香
」
「恥
」
の
主
体

の
形
状
は
実
体
が

つ
か
み
に
く
く
、
時
間
的
な
経
過
を
経
て
細
ま
り

又
薄

ま

っ
て
消
え
て
い
く
特
徴
を
有
す
る
が
、
主
体
の
特
徴
が
述
語

「
ウ
セ
」
の
意
義
を
支
配
す
る
と
い
う
よ
り
否
定
態

で
あ
る
と
こ
ろ

が
問
題

で
あ
り
、
意
味
は

「無
く
な

っ
て
い
な
い
」

つ
ま
り

「
ま
だ

存
在
す
る
」
の
だ
か
ら

「あ
る
」
か

「な

い
」
か
が
問
題
な
の
で
あ

る
。
原
義
の

「次
第
に
無
く
な

っ
て
最
終
的
に
消
え
る
」
と
い
う
時

間
を
内
包
し
た
意
味
で
は
な
い
。
よ

っ
て
、
主
体
が

「次
第
に
無
く

な
る
」
意
味
特
徴
を
も

っ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の

「
ウ
セ
」
は
単

に

「
存
在
し
て
い
た
も
の
が
な
く
な
る
」
と
い
う
瞬
間
的
、
概
念
的

な
意
味
し
か
持

っ
て
い
な
い
。
「う
す
」
を

否
定
態
で
示
す
と
結
局

「今
猶
存
在
す
る
」
こ
と
を
強
調
す
る
効
果
が
出
て
、
「
う
す
」
自
体

は

「
な
く
な
る
」
と
い
う
意
味
し
か
持
た
な
く
な
る
。
『
今
昔
物
語

集
』
に
は
こ
れ
以
外
に
九
例
似
た
よ
う
な
主
体
が
あ
る
が
、
七
例
が

否
定
態
で
あ
る
。

中
世
の
意
味
を
検
証
す
る
た
め
い
く

つ
か
用
例
を
挙
げ
て
検
討
す

る
。
『平
家
物
語
』
に
は

〔見
え
な
く
な
る

消
え
る
〕

の
用
例

は

二
十
二
例
あ
る
。
『曾
我
物
語
』
に
は
八
例
あ
る

(
園
剛
]
参
照
)
。

そ
の
う
ち
、
単
純
動
詞
で
の
用
例
は
、
『平
家
物
語
』
九
例
、
『
曾
我

物
語
』
六
例

で
あ
る

(
国
鬮

参
照
)
。
そ
の

一
斑
を
下
に
示
す
。

⑥
あ
く
れ
ば
十
六
日
、
高
倉

の
宮

の
御
謀
反
お
こ
さ
せ
給

ひ
て
、

う
せ
さ
せ
給
ぬ
と
申
ほ
ど
こ
そ
あ
り
け
れ

(平
家

・
巻
四

・
競
)

・

「我
が
身
の
事
は
い
か
で
も
あ
り
な

ん
。
君
の
御
た
め
御
心

ぐ
る
し
」
と
て
、
あ
る
暮
れ
が
た
に
内
裏
を
出
て
、
行
ゑ
も
し

ら
ず
う
せ
給
ひ
ぬ
。
(平
家

・
巻
六

・
小
督
)
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・
灯
籠
の
火
の
や
う
な
る
物
の
、
お
と
ゴ
の
御
身
よ
り
出
て
、

ぱ

(
ッ
)
と
消
る
が
如
く
し
て
失
せ
に
け
り
。
(平
家

・
巻
三

・

醫
師
問
答
)

・

「わ
れ
、
人
壽
六
萬
歳
の
は
じ
め
よ
り

(略
)
ま
さ
に
見
た

り
し
翁
な
り
。
さ
れ
ば
、
此
地
結
界
と
な
る
な
ら
ば
、
釣
す
る

と
こ
ろ
う
せ
ぬ
べ
し
。
(曾
我

・
巻
六
)

・
今
わ
か
れ
た
て
ま

つ
り
な
ば
、
さ
こ
そ
か
な
し
く
ま
し
ま
さ

め
と
お
も

へ
ば
、
涙
も
せ
き
あ

へ
ず
。
ま
こ
と
に
、
み
つ
か
ら

う
せ
な
ば
、
や
が
て
も
た
え
い
り
し
に
た
ま
ふ
べ
き
心
ざ
し
な

れ
ば
、
た

つ
も
た
丶
れ
ず
、
ぬ
る
も
ね
ら
れ
ず
、
暗
然
と
し
て
、

な
く
ば
か
り
な
り
。
(曾
我

・
巻
七
)

以
上

の
内
、

一
、
二
、
五
番
目

の
主
体
は
人
間

で
あ
り
三
番
目
は
化

身
、

四
番
目
は
物

で
あ
る
。
主
体
が
人
間

で
あ
れ
物
で
あ
れ

「
ウ
セ
」

は
要
す
る
に

「
い
な
く
な
る
、
な
く
な
る
」
と
い
う
概
念
的
な
意
味

し
か
持

っ
て
い
な
い
。
時
間
を
経
て
次
第

に
消
え
て
行
く
の
で
は
な

い
。

そ
の

「
ウ
セ
」
方
は

「
行
ゑ
も
し
ら
ず
」
「
ぱ

(
ッ
)

と
消
る

が
如
く
し
て
」
な
ど
の
修
飾
句
に
よ

っ
て
個
別
に
変
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
修
飾
句
を

つ
け
た
例
の
代
表
的
な
も
の
は
常
套
句
表
現

「か
き
け

つ
や
う
に
う
せ
ぬ
」

で
あ
り
、
用
例
④
の
二
番
目
、
『
大
和

物
語
』
が
初
出

(
圏

参
照
)
と
さ
れ
る
。
問
題
の
あ
る
一
六
八

段

で
あ
る
こ
と
は

一
応
念
頭
に
置
い
て
お
く
。
そ
の
後

『今
昔
物
語

集
』

に
突
如
頻
出
し
て
以
後
は
、
仏
教
的
色
彩
の
強
い
も
の
や
、
怪

異
話
を
含
む
非
現
実
的
な
説
話
集
に
特
徴
的
に
現
れ
、
「
人
間
な
ら

ぬ
神
仏
や
そ
の
化
身
、
あ
る
い
は
妖
怪
が
、

一
瞬

の
う
ち
に
あ
と
か

　　
ヨ

た
も
な
く
な
る
時
に
の
み
、
固
定
的

に
用
い
る
表
現
」

で
あ
る
か
ら
、

主
体
は
そ
の
よ
う
な
も
の
に
限
ら
れ
る
。

『源
氏
物
語
』
に
も

一
例
あ
る
。
俗
に
言
わ
れ
る

「
雨
夜
の
品
定

め
」
で
頭
中
将
が
語
る

「常
夏
の
歌
の
女
」
(
後
の
夕
顔
)
が
主
体

で
あ
る
。

⑦
心
や
す
く
て
、
又
と
絶
え
を
き
侍
し
ほ
ど
に
、
あ
と
も
な
く

こ
そ
か
き
消
ち
て
失
せ
に
し
か
。
(帚
木
)

セ
リ
フ
の
場
面
で

『今
昔
物
語
集
』
以
前

に
は
怪
異
談
に
特
徴
的
に

用
い
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
例
と
言
え
る
。
あ
る
日
消
え
て
そ
の
ま

ま
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
表
現
を
用
い
る
に
ふ
さ
わ
し

い
場
面
と
作
者
が
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、

一
〇
〇
〇

年
頃
ま
で
に
こ
の
表
現
は
あ

っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
『
源
氏
物

語
』

の
主
体

の
調
査
か
ら
平
安
初
期
の
こ
ろ
の

「
う
す
〉
う
せ
る
」

は
じ
わ
じ
わ
と
消
え
る

「時
間
」
を
内
包

し
た
意
味

で
あ

っ
た
か
ら

こ
そ

一
瞬

の
う
ち
に
消
え
る
意
味
を
表
現
す
る
た
め
に
は

「
か
き
け

つ
や
う
に
」

の
修
飾
句
が
必
要

で
あ

っ
た
と
理
解
す
る
。

『今
昔
物

語
集
』
と
同
じ
時
期

に

〔死
ぬ
〕

で

「
う
す
〉
う
せ
る
」
を
多
用
し

た

『
大
鏡
』
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
も
主
体

の
変
化
を
考
え
る
上

で

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

國

]

で
も
わ
か
る
と
お
り
、
中
古

か
ら
中
世
中
頃
ま
で
は

〔死
ぬ
〕
の
方
が

〔見
え
な
く
な
る
、
消
え
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る
〕
よ
り
多
く
流
通
し
て
い
る
。

こ
の
時
期

「
失
す
」

の
意
味
は

〔死

ぬ
〕
の
方
が
中
心
的
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
「死
ぬ
」
の
主
体
は

人
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
や
が
て

〔見
え
な
く
な
る
、
消
え
る
〕
の
主

体

に
人
間
が
立

つ
こ
と
も
あ
ま
り
不
自
然

で
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
た

こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。

『御
伽
草
子
』
以
降
の

「
う
す
〉
う
せ
る
」
の
主
体
に
目
を
転
じ

る
と

『御
伽
草
子
』
で
人
間
が
主
体
に
な
る
用
例
が
更
に
多
く
な

っ

て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の

『御
伽
草
子
』
の

〔見
え
な
く
な

る
、
消
え
る
〕
の
意
義
二
十
三
例
中

(
國

固

圜

凹

参
照
)
、
主

体
が
限
定
さ
れ
る
常
套
句
表
現
八
例
と
複
合
動
詞

(失
果

つ
)
四
例

を

の
ぞ
い
た
十

一
例
中
八
例
が
人
間
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
二
例
を

示
す
。⑧

「さ
て
も
天
下
の
御
子
に
二
位
の
中
将
殿
失
せ
さ
せ
給
ふ
と

て
、
國
々
を
尋
ね
参
ら
せ
給
ふ
と
う
け
た
ま
は
り
候
。
(略
)」

(文
正
草
子
)

・
其
夜

ヨ
リ
若
公
ノ
失

セ
玉
ヒ
ヌ
ル
山旻
只
事
ナ
ラ
ズ
ト
テ
、
門

主

ノ
御
嘆

(
キ
)

ア
ッ
テ
、
到
ラ
ヌ
ク

マ
ナ
ク
御
尋

(ネ
)

ア

リ
ケ
レ
ド
モ
、
知

(
ル
)
人
更

ニ
ナ
カ
リ
ケ
ル
處

二
、

(秋
夜

長
物
語
)

因
み
に

『平
家
物
語
』
で
は
単
純
動
詞

で
の
用
例
が
九
例
あ
る
う
ち

の
四
例
、
『曾
我
物
語
」

で
は
六
例
あ
る
う
ち

の
二
例
の
主
体
が
人

間
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
原
義

〔見
え
な
く
な
る
、
消
え
る
〕
の
主

体
が
人
間
中
心
に
な

っ
て
き
た
こ
と
を
伺

わ
せ
、
そ
れ
に
つ
れ

「
ウ

セ
」
の
意
味
が

「
(ど
こ
か

へ
行

っ
て
)

い
な
く
な
る
」

に
微
妙

に

変
化
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
本
義

「
う
す
〉
う
せ
る
」
は
消

滅
を
表
す
無
意
志
性
の
自
動
詞
で
あ
る
か
ら
、
文
型
と
し
て
は

「
A

(主
体
)
ガ
B

(動
詞
)

ス
ル
」
文
と
な
り
、
意
志
的

に
消
え
る
わ

け
で
は
な
い
の
で

「
ウ
セ
」
る
先
に
は
関
与
し
な
い
。
し
か
し
、
主

体
に
人
間
が
立

つ
こ
と
に
よ

っ
て

「
ウ
セ
」
る
先
が
自
然
と
意
識
さ

れ
、
文
脈
に
意
志
的
に

〔去
る
、
行
く
〕
意
味
を
示
唆
す
る
文
や
語

も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「文
正
草
子
」

の

「國

々
を
尋
ね
参

ら
せ
」、
「
秋
夜
長
物
語
」
の

「
其
夜
ヨ
リ
」
は

「
(そ
こ
を
去

っ
て
)

い
な
く
な
る
」
意
味
に
完
全
に
転
義
し
て
い
る
。
こ
の
転
義
の
早
い

例
と
し
て
用
例
⑥
の
五
番
目

(曾
我

・
巻
七
)
の

「
み
つ
か
ら
う
せ

な
ば
」
は

「自
分
か
ら

(母
親

の
元
か
ら
)

ウ
セ
る
こ
と
に
な

っ
て

し
ま

っ
た
ら
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
「
ウ
セ
」
る
起
点

(母
親
の
元

か
ら
)
は
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
「
ウ
セ
」
が
起
点
か
ら
離
れ
る
行
為
、

す
な
わ
ち
、
「去
る
」

へ
意
義
的
に
発
展
し

た
例
と
し

て
こ
の
副
詞

「み
つ
か
ら
」
と
い
う
修
飾
句
は
注
目
に
値
す
る
。
次

に
挙
げ
る
の

は
転
化
途
上

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
用
例

で
あ
る
。
少
し
長
め
に
引
用

す
る
。⑨

萬
壽
仰
せ
け
る
や
う
は
、
「
い
か
に
更
科
承
れ
。
鎌
倉
は
、

東
の
方
と
う
け
給
は
る
。
月
日
は
東

の
空
よ
り
出
て
、
夕
日
は

西
に
入

(
り
)
給
ふ
。
月
日
を
心
に
あ
て
丶
行
け
、
更
科
」
と
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の
た
ま
い
て
、
月
を
し
る
べ
に
行
く
程
に
、
す
で
に
そ
の
夜
も

明
け
け
れ
ば
手
塚

の
里
に
て
は
萬
壽
の
姫
失
せ
さ
せ
給
ふ
と
て

貴
賤
群
集
を
な
し
け
れ
ば
、
尼
公
此
由
き
こ
し
め
し
、
い
か
様

こ
れ
は
、
鎌
倉
の
方

へ
出
た
る
ら
ん
、
…
…

(御
伽
草
子

・
唐

糸
さ
う
し
)

こ
の
主
体
は

「萬
壽
の
姫
」、
意
味
は

「
い
な
く
な

っ
て
し
ま
わ
れ

た
」
「
(ど
こ
か

へ
行

っ
て
)
い
な
い
」
の
で
あ
り
、
故
郷
を
出
た
萬

壽

の
姫
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
側
の
里
人
か
ら
の
発
言
で
あ
る
。
人
々

の
意
識
と
し
て
は
単
に

「
こ
こ
に
い
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
で

あ
り
、
行

っ
た
先
ま
で
は
意
識
に
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で

こ
の

「
失
せ
」
は
無
意
志
動
詞
の
意
義
を
保

っ
て
は
い
る
が
、
主
体

が
人
間
で
あ
れ
ば
必
ず
、
「
(ど
こ
か

へ
行

っ
て
そ
の
結
果
)
い
な
く

な

っ
た
」
は
ず
で
あ
り
、
「失
せ
」
の
前
後

に
い
な
く
な

っ
た
事
情

の
説
明
が
展
開
す
る
。
「月
を
し
る
べ
に
行
く
ほ
ど
に
」
「
鎌
倉
の
方

へ
出
た
る
ら
ん
」
な
ど
で
あ
る
。
す
る
と
こ
の

「
失
せ
」

に
読
者
は

自
然
と

「
こ
こ
を
去
り
ど
こ
か

へ
行

っ
た
で
あ
ろ
う
萬
壽

の
姫
の
行

動
」
を
重
ね
て
読
む
こ
と
に
な
る
。
「
ウ
セ
」

一
語
で
は
単
な
る
概

念
的
な
意
味
し
か
持

っ
て
い
な
く
て
も
、
文
脈
の
中
に
散
在
す
る
様
々

な
修
飾
句

(文
)

の
影
響
で
、
「
こ
こ
を
去
り
」
(起
点
)
、
「
ど
こ
か

へ
」
(去
る
方
向
や
先
)
を
包
含
し
た
意
味
と
し

て
存
在
し

て
い
る

の
が
こ
の

「
ウ
セ
」

で
あ
ろ
う
。
反
対
か
ら
言
え
ば
、

「
ウ
セ
」
自

体
が

「
起
点
」
や

「
去
り
行
く
方
向
や
先
」
を
意
識
さ
せ
る
要
素
を

持

っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
故
に
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
強
い
意
志

を
包
含
し
た

〔去
る
、
行
く
〕
で
は
な
い
が
、
意
識
下
に

「意
志
」

の
芽
生
え
を
持

っ
た

「
ウ
セ
」
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
原

義
は

〔な
く
な
る
、
消
え
る
〕
先
に
は

一
切
関
与
し
な
い
。

「
た
だ

消
え
に
消
え
失
せ
る
」
(平
家

・
物
怪
之
沙
汰
)

の
で
あ
り
、
常
套

句
表
現
に
最
も
そ
の
感
じ
が
強
く
出
る
。
だ
か
ら
、

「失
せ

て
」
行

く
先
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
段
階
で
す
で
に
中
世
前
期
の

「存
在
し
て

い
た
も
の
が
な
く
な
る
」
と
い
う
概
念
的
な

「
ウ
セ
」
と
は
違
う
し
、

も
ち
ろ
ん
上
代

・
中
古
の

「
次
第

に
な
く

な

っ
て
い
く
」
と
い
う

「
ウ
セ
」
と
も
違
う
。
人
間
が
主
体
の
中
心

に
な

っ
た
中
世
後
期

の

「
ウ
セ
」
は

「
(ど
こ
か

へ
行

っ
て
)
い
な
く
な
る
」
と
い
う
い
な
く

な

っ
た
先
を
意
識
し
た
意
味
に
な

っ
て
い
る
。

三
の
一一

修
飾
句
の
存
在
と
意
義
の
変
化

中
古
末
か
ら
中
世

に
か
け
て
出

て
く
る
修
飾
句
に

「
行
方
知
ら
ず

失
せ
に
け
り
」

の
よ
う
に
方
向
を
意
識
し
た
用
例
が
あ
る
。
用
例
⑥

の
二
番
目
が
そ
れ
で
あ
る
。
早
い
例
と
し

て
は

『今
昔
物
語
集
』
に

も
二
例
あ
る
。
『御
伽
草
子
』
の
例
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

⑩
院

ノ
下
部
共
、
後
リ
マ
立
チ
テ
追

ピ
ケ
レ
ド
モ
、
馳
散

ラ
シ

テ
行
カ
ム
ニ
ハ
丶
當

二
追
着
ナ
ム
ヤ

ハ
。
遂

二
行
ケ
ム
方

ヲ
不

知
ズ
シ
テ
失

ニ
ケ
リ
。
(今
昔

・
巻
二
八

・
三
七
話
)

・
此
長
何
チ
ト
モ
ナ
ク
俄

二
失

ニ
ケ
リ
。
守
、
人

ヲ
分

テ
、
東

0　　



西

二
尋
サ
セ
ケ
レ
ド
モ
遂

二
行
方
ヲ
不
知
デ
止

ニ
ケ
リ
。

(今

昔

・
巻
二
十
六

・
十
五
話
)

・
鎌
倉
殿
よ
り
、
(略
)
け

つ
く
、
散
々
に
は
た
ら
き
て
、
若

干
の
人
を
損
ざ
し
、
行
方
知
ら
ず
失
せ
に
け
り
。
こ
の
者
、
海

の
底
、
山
の
中

に
も
五
日
十
日
は
隠
れ
居
候

へ
ど
も
、
さ
ら
に

人
に
も
見
え
ず
。
(御
伽

・
あ
き
み
ち
)

右
の
三
例

の
主
体
は
順
に

「東
人
」
「掘
鐵
者
」
「金
山
の
八
郎
左
衛

門
」

で
い
ず
れ
も
人
間

で
あ
る
。
こ
れ
は
主
体
に
有
情
物
が
立

つ
こ

と
に
よ
り
、
「う
す
V
う
せ
る
」
に
意
志
的
な
動
き
が
含
ま
れ
、
次

第
に
方
向
概
念
に
ま
で

「
う
す
V
う
せ
る
」
の
意
味
が
及
ぶ
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
意
味
は
三
例
と
も

「逃
げ
て
い
な
く
な
る
」
が
当
て

は
ま
り
、
強
い
意
志
を
持

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
ど

こ
へ
行

っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
」
「
ど
こ
へ
と
も
な
く
」
と
不
特

定
の
方
向
を
わ
ざ
わ
ざ
述
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
を
去
り
ど
こ
か

へ
移
動
し
て
行

っ
た
意
味
が
明
白
と
な
り
、
こ
こ
で
は
な
い
他
の
場

所
、

つ
ま
り
去

っ
て
行

っ
た
先
を
意
識
す
る
こ
と
と
な
る
。
「
ウ
セ
」

た
先
を
意
識
し
始
め
た
証
拠
で
あ
り
、
直
接
的
に

「
ウ
セ
」
を
修
飾

し

て
い
る
と
こ
ろ
が
新
し
い
。
「
あ
き
み
ち
」

の
例

で
、
主
体
が

「
ウ
セ
」
た
後
、
「海

の
底
、
山
の
中
」
と

「
ウ
セ
」
た
で
あ
ろ
う
先

を
推
測
し
て
い
る
の
は
、
「
う
す
V
う
せ
る
」

が
方
向
や
場
所
と
共

起
で
き
る
環
境
が
整

っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先

の

用
例
⑧
⑨
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
「時
点
」
や

「
起
点
」

や

「去

る
方
向
や
先
」
を
意
識
さ
せ
る
句
や
文
の
存
在
か
ら
中
世
後
期

に
は

「失
す
〉
失
せ
る
」
が
移
動
動
詞
と
し
て
の
資
格
を
備
え
始
め
た
こ

と
が
伺
え
る
。

こ
れ
と
反
比
例
す
る
よ
う
に
本
義

「失
す
」
が
衰
退

の
方
向

に
向
か

っ
て
い
る
こ
と
は
、
『
御
伽
草
子
』

で
は
常
套
句

「か
き
消
す
や
う
に
失
せ
に
け
り
」
や
複
合
し
た

「
失
せ
果

つ
」

の

割
合
が
非
常
に
多
い
こ
と
、

〔死
ぬ
〕
が

一
例
し
か
な

い

(
こ
の
例

も
主
語
は

「
わ
が
身
」
で
意
味
が
曖
昧
)
(
國

田

圜

圓

参
照
)

こ
と
か
ら
判
断
で
き
る
。
従

っ
て

「行
方
知
ら
ず
」
も

「失
す
」
を

使
う
と
き
の
慣
用
的
な
修
飾
句
と
な

っ
て
い
る
。

「行
方
知
ら
ず
」
と
似
た
修
飾
句
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

⑪
せ
れ
ふ

ふ
し

こ
ひ
し
く
は
た

つ
ね
て
も
こ
よ
伊
勢
の
國

伊
勢
寺
本
に
住
そ
我
ら
は
丶

と
よ
み

て
く
れ
ん
に
う
せ
る
。

(天
正
本

・
い
も
し
関

・
六
三
オ
)

・
あ
く
ち
千
里
を
は
し
る

こ
ひ
ご
ひ
と
申
た
れ
と
も
こ
く
ふ

に
う
せ
申
た

(天
正
本

・
か
う
地

・
九
ニ
オ
)

・
第
六

平
家
は
主
上
を
も
法
皇
を
も
と
り
奉

っ
て
、
西
国

へ

落
ち
う
と
せ
ら
る
る
時
、
法
皇

い
つ
ち
と
も
な
く
失
せ
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
と
…
…
お
な
じ
く
平
家

の
都
落
ち
と
、
ま
た
忠
度

の

歌

の
沙
汰
。
(天
草
平
家

・
巻
三
)

ら

こ

・
又
祇
公

月

に
さ
す
其
指
斗
あ
ら
は
し
て
右
三
句
共
に
聞

て

後
三
人

い
つ
ち
と
も
見

へ
す
失
に
け
り

(醒
睡
笑

・
巻
八

・
頓

作
)
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・
語
り

「
(略
)
そ
れ
が
し
を
待
ち
か
ね
、

い
つ
く
と
も
な
く

う
せ
た
る
よ
し
申

て
候
が
…
…

(虎
明
本

・
は
な
ご
)

い
ず
れ
も
慣
用
句
と
い
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
『
天
正
狂
言
本
』

の

主
体

は

「清
水

の
御
夢
さ
う
」
と

「
は

(ば
)
け
も

の
」

で
あ
り
、

ど
ち
ら
も
人
間
な
ら
ぬ
神
霊

の
化
身

で
あ
り
、
意
味
的
に
も
同
じ
で

あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
の
常
套
句
表
現
と
違
う
と
こ

ろ
は

「
く
れ
ん
に
う
せ
る
」
「
こ
く
ふ
に
う
せ
申
た
」
と
移
動
す
る

先
を
表
す
対
象

の
二
格
が
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
者
の

「く
れ
ん

(暗
)
に
う
せ
る
」
は
節
を

つ
け
た
歌
謡

の
部
分
で
あ
り

演
者

の
自
由
な
改
変
を
ゆ
る
さ
な
い
固
定
化
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

セ
リ

フ
に
続
く
ト
書
き
部
分

で

「
ふ
し
」
と
共
に
使
わ
れ
る
の
で
、

こ
の
時
代

に
お
い
て
も
慣
用
的
な
表
現
と
な

っ
て
い
た
と
理
解
で
き

る
。

一
方
、
後
者

の

「
こ
く
ふ

(虚
空
)
に
う
せ
申
た
」
は
セ
リ
フ

の
中

で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
独
立
し
た
用
法

で
あ
り
、
こ
の

ヲ
こ

は
は

っ
き
り
と
消
え
ゆ
く
先

の
対
象
又
は
方
向
概
念
を
示
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
「
失
す
V
失
せ
る
」
が
方
向
概
念
を
意
識

し
出
し

た
中
世
前
期
か
ら
中
世
後
期
に
至

っ
て
移
動
す
る
先
を
表
す

二
格
が

現
れ
た
事
実
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
転
義
に
格
支
配
が
関
わ
る
こ
と

　　
　
　

の
例

証
と
捉
え
る
。
三
番
目
の

『天
草
平
家
』
の

「
ウ
セ
」
は

「逃

げ
て
い
く
」

の
で
あ
り
、
仕
方
な
く
そ
の
場
か
ら
去
る
の
で
あ
る
。

「
ウ
セ
」
に
意
志
的
な
意
味
が
加
わ

っ
た
と
い

っ
て
も
主
体

の
意
志

は
消
極
的
な
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
場
合
な
ら
何
か
に
よ
っ
て
そ
の

よ
う
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い

っ
た
意
味
合
い
が
強
い
。
五
番

目
の

『虎
明
本
狂
言
』
の
主
体
は

「
は
な
ご
」
と
い
う
遊
女

で
、
意

味
は

「
ど
こ
へ
と
も
な
く
消
え
た

・
い
な
く
な

っ
た

・
去

っ
た
」
の

い
ず
れ
で
も
意
味
は
通
る
。
自
分
の
意
志

で
は
あ
る
が
、
男
を
待
ち

き
れ
ず
、
多
分
仕
方
な
く
去

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
最
初
の
名
乗
り
の

部
分

で
あ
り
、
固
定
化
さ
れ
た
表
現
と
捉

え
る
。
『
虎
明
本
狂
言
』

で
は

〔な
く
な
る
、
消
え
る
〕
の
用
例
十
六
例
は
独
立
用
法
を
含
め

一
例

(注
三
の
例

で
あ
る
)
を
の
ぞ
い
て
す

べ
て
地
謡
や
節
付
け
、

語
り
、
で
用
い
ら
れ
、
文
章
語
化
し
て
い
る
。

三
の
三

中
世
末
ま
で
の
意
義

の
変
化
の
ま
と
め

さ
て
、

〔見
え
な
く
な
る
、
消
え
る
〕

の
意
義
用
法
の
変
遷
を
転

義
と
の
関
わ
り
を
主
と
し
て
、
主
に

「主
体
」
と

「修
飾
句
」
の
面

か
ら
見
て
き
た
。
こ
れ
を
整
理
す
る
。

本
義

〔見
え
な
く
な
る
、
消
え
る
〕
か
ら
転
義

〔去
る
、
行
く
〕

〔来
る
〕

〔居
る
〕
の
卑
罵
語

へ
の
転
義
は
無
意
志
性
の
状
態
動
詞
か

ら
意
志
性
の
移
動
動
詞

へ
変
化
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
主
体

・と
文
脈
の
中
に
散
在
す
る
修
飾
句
が
関
係
す

る
と
み
て
主
体
の
変
移

と
修
飾
句
の
文
脈
に
お
け
る
意
味
機
能
を
主

に
中
古

・
中
世
の
文
献

で
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
上
代

・
中
古

の

「う
す
〉
う
せ
る
」
は

「時
間
と
共

に
次
第
に
無
く
な

っ
て
最
終
的

に
消
え
る
」

と
い
う
ゆ

る
や
か
な
消
え
方
を
示
唆
す
る
意
味
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
主
体
も

2　　



こ
の
動
詞
の
意
味
に
合

っ
た
意
味
特
徴
を
持

っ
た
も
の
に
限
ら
れ
て

い
た
よ
う
だ
。
気
体
状
の
も
の
や
光
、
心
、
跡
等
で
あ
る
。
降

っ
て

中
古
末
の

『今
昔
物
語
集
』
あ
た
り
か
ら
中
世
前
期

『
平
家
物
語
』

『曾
我
物
語
』
の
時
代
に
な
る
と
、
主
体
が
人
間
を
含
め
、
具
体
物

・

抽
象
物
等
、
様
々
な
有
情
物
非
情
物
に
広
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
沿

っ

て

「
う
す
〉
う
せ
る
」

の
意
味
か
ら
時
間
性
が
抜
け
、
概
念
的
に

「
い
な
く
な
る
、
な
く
な
る
」
と
い
う
抽
出
し
た
部
分
だ
け
を
さ
す

よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
「ど
の
よ
う
に
」
(例

"
行
ゑ
も
し
ら

ず
、

か
き
け

つ
や
う
に
、
ぱ

(
ッ
)
と
消
ゆ
る
が
ご
と
く
し
て
、
等
)

を
示
す
修
飾
句
と
共
起
す
る
よ
う
に
な
る
。
更
に
降

っ
て
中
世
後
期

『御
伽
草
子
』
に
は
意
志
動
詞

「
去
る

・
行
く
」

の
意
義
が
反
映

さ

れ
た
用
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
変
化
の
萌
芽
は
用
例
⑥

の
五
番
目

『曾
我
物
語
』
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
御
伽
草
子
』

の

「
う
す
〉
う
せ
る
」
の
主
体
は
人
間
が
七
十
二
%
を
占
め
、
従

っ

て

「
う
す
V
う
せ
る
」
に
意
志
的
に

「ど
こ
か

へ
行

っ
て
い
な
く
な

る
」
意
味
が
加
わ
り
、
方
向
や

「
ウ
セ
」
た
先
を
表
す
語
句
、
時
点

や
起
点
を
表
す
語
句
が
文
脈
に
散
在
し
て

(用
例
⑧
⑩
)
「
ど
こ
へ
」

と
消

え
る
方
向
や
場
所
を
意
識
さ
せ
る
語
と
な

っ
て
い
た
。
十
六
世

紀
末

の

『天
正
狂
言
本
』
に
は

「対
象
の
二
格
」
と
思
わ
れ
る

「
こ

く
ふ
に
」
「
く
れ
ん
に
」
が
出
現
。

こ
の
時
点

で

「
う
す
〉
う
せ
る
」

の
意
味
は
転
義

〔去
る

・
行
く
〕
に
ご
く
近
づ
い
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
更
に
降

っ
て
十
七
世
紀
中
頃
の

『虎
明
本
狂
言
』
に
な
る

と
本
義

〔な
く
な
る
、
消
え
る
〕
は
す
で
に
文
語
と
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
そ
れ
ら
の
例
が
こ
と
ご
と
く
謡
や
節
付
け
や
ト
書
き
部
分

の
み
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断

で
き
る
。

四

お
わ
り
に

本
義
と
転
義

の
意
味
的
、
待
遇
的
な
落
差

が
あ
ま
り
に
も
は
な
は

だ
し
い
こ
と
へ
の
興
味
か
ら

「失
す
〉
失
せ
る
」
の
上
代
か
ら
中
世

末
ま
で
の
意
義
の
変
化
を
通
時
的
に
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

転
義
に
至
る
そ
の
道
筋
が
、
主
体
や
修
飾
句

の
在
り
方
や
共
起
す
る

助
詞
な
ど
に
起
因
す
る
こ
と
の
例
証
を
得
た
。
殊
に
主
体
の
変
化
は

述
語
の
意
味
を
変
化
さ
せ
る
主
導
的
な
役
割
を
持
ち
、
次
に
は
主
体

に
よ
り
変
化
し
た
述
語
の
意
味
を
補
足
な
い
し
は
際
だ
た
せ
る
た
め

に
文
脈
に
修
飾
語

(句
)
が
必
要
と
な
り
、

そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
た

述
語
は
更
な
る
発
展
変
化

へ
と
向
か
う
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を

「失
す
V
失
せ
る
」
の
意
義
を
通
時
的
に
検
討
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
理
解
し
得
た
。

本
義
と
転
義
の
も
う

一
方
の
側
面
で
あ
る
待
遇
性
の
問
題
に
つ
い

て

「語
源
」
と

「複
合
す
る
こ
と
で
生
ま
れ

る
派
生
義
」
が
関
係
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
卒
業
研
究
で
検
討
し
た
が
、
確

実
な
証
拠
を
見
付
け
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
語
義
を
変
化
さ

せ
る
要
因
は
言
語
自
体
に
あ
る
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
歴
史
や
社
会

に
起
因
す
る
も
の
、
人
間
の
心
理
に
起
因
す
る
も
の
な
ど
単
純

で
は
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な
く
、
次
の
課
題
と
し
た
い
。

卑
罵
語
に
転
義
し
て
か
ら
の
意
義
の
変
化
や
機
能
の
多
彩
さ
を
こ

こ
に
は
と
り
あ
げ
て
い
な
い
が
、
全
体
と
し
て
み
た

「
失
す
〉
失
せ

る
」

は
意
味
的
に
も
機
能
的
に
も
幅
の
広
い
語
で
あ
る
と
言
え
る
だ

　　

　
　
　

ろ
う
。
語
構
成
的
に
は
複
合
動
詞
の
上
接
語
に
も
下
接
語
に
も
な
り
、

補
助
動
詞
的
に
共
起
す
る
語
に
付
属
的
な
意
味
を
付
加
す
る
こ
と
も

　　

ニ

　

　　

ヘ
ニ
　

あ
り
、
接
頭
辞
的
振
る
舞
い
も
果
た
す
。
意
義
を
時
代
や
共
起
す
る

他
の
語
に
合
わ
せ
て
自
由
に
変
え
て
行
く
と
言
う
意
味
で
変
幻
自
在

の
内
包
の
大
き
い
語
で
あ
る
と
言
え
る
。
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こ
の
論
文
を
書
く
に
当
た

っ
て
は
山

口
堯
二
先
生

に
多
大
な
ご
指

導
を
賜
り
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



區麺]「 失す〉失せる」の作品別意義別延べ用例数

見えな

くなる

消える

死ぬ

適当な

状態で

な い

去る

行 く
来る 居る 計

萬 葉 集 8 8

日本霊異記 8 3 11

竹取 物 語 5 5

大 和 物 語 8 11 19

伊 勢 物 語 4 4

源氏 物 語 21 85 106

今昔物語集 45 59 3 107

平 家 物 語 22 32 1 55

曾 我 物 語 8 16 1 25

御 伽草 子 23 2 1 26

天正狂言本 5 5

天草 平 家 3 5 8

醒 睡 笑 12 2 14

虎明本狂言 16 34 22 72

百 夜 小 町 1 1

近松浄瑠璃 1 12 7 20

洒 落 本 3 1 4 1 9

五大力恋縅 2 2 4

浮 世 風 呂 1 4 1 6
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匿藜]中 古 ・中世における 〔見えなくなる消える〕の

意義の作品別、用法別延べ用例数

単純動詞 常 套 句 複合動詞 延べ用例数

竹 取 物 語 3
一

0 2 5

大 和 物 語 7 1 0 8

源 氏 物 語 19 1 1 21

今昔物 語 集 43 0 2 45

平 家 物 語 9 3 10 22

曾 我 物 語 6 1 1 8

御 伽 草 子 11 8 4 23

天正狂 言 本 2 2 1 5

天 草 平 家 2 0 1 3

醒 睡 笑 9 2 1 12

虎明本狂言本 6 8 2 16

*

*

*

常套句の用法は単純動詞用法に含まれるが、主体が限定される常套句表現

と主体が様々な種類に分かれる単純動詞用法を区別する必要から項目を分

けた。

『伊勢物語』はすべて 〔死ぬ〕の用例であり、〔死ぬ〕 の用例 は単純動詞

で しか使われないため表に入れなかった。「ウセタマフ」 は単純動詞に数

えた。

『今昔物語集』は山口仲美氏の論文 「かきけっやうにうせぬ」の中の 〈表

2>に より、この表現の出ない巻二十二(本 朝)か ら巻三十(本 朝付雑事)

まで巻二十七を除 く八巻を対象としたものである。
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注

記
(
一
)
天
正
六
年

(
一
五
七
八
)
七
月
吉

日

「
正
久
」

の
奥
書
と
署
名
を
持

つ
。
た
だ
し
、

こ
の
本
文
と
奥
書

の
文
字
が
違
う

こ
と
、
後
世

の
テ
キ

ス
ト
よ
り

い
ち
じ

る
し
く

一
段
化
が
進
ん

で
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
国

語
学
的
な
価
値

に
疑
問
が
提
示
さ
れ

て
い
る
。
峰
谷
清
人

『
狂
言
台
本

の
国
語
学
的
研
究
』

(二
〇
九
頁
～
二

一
一
頁
)
し
か
し
又
、
《
別
記
は

後
人

の
も

の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
内
容
は
前
述
諸
本

(
虎
明

・
虎
清

・
天

理
)

の
書
写
形
態
よ
り

一
時
代
古

い
、
全
く
筋
書
き
風

の
も

の
で
あ
る

の
で
、
天
正
頃

の
狂
言

の
姿
を
示
す
も

の
と
み
る

こ
と
が

で
き

る
。
》

(
『
大
系

・
狂
言
集
」
解
説

二

一
頁
)
峰
谷
清
人

(
二
)

一
例
を
示
す
。
《
は

い
ま
し
り
と

て
か
な
ら
す
う

せ

る
と

ゆ
ふ

い
ま

一
は
と
さ

い
そ
く
す
る
そ
れ
か
し
か
し
ほ
を
見
た
と

ゆ

ふ
…

…
》

(
天

正
本

・
く
り
や
き
)

(
三
)

《
な
ん
ぞ
お
の
れ
め
が

い
と
ま
も

こ
は

い
で
、
よ
そ

へ
う
す
る

の
み

な
ら
ず
、
じ
せ
ん
せ
き

の
し
う
げ
ん
を
う
た
ふ
事
は
く
せ
ご
と
に

て
あ

る
》
(
虎
明

・
じ
せ
ん
せ
き
)

セ
リ

フ
で
用

い
ら
れ

て
い
る
。

(
四
)

*
山

口
仲
美

「
か
き
け

つ
や
う
に
う
せ
ぬ
」

(
昭
和

四
十

七

年
三
月

『説

話
文
学
研
究
六
』

慶
応
義

塾
大
学
文

学
部

説
話

文
学

研

究
会
編

)

こ
の
中

の

〈表

二
〉

で
氏
は

『今

昔
物

語
集
」

の
す

べ
て
の
巻

の
常
套

句
表
現

の
用
例
数

を
出

し

て
お
ら
れ
る
。

仏
法

、
霊
鬼
物

に
多

く
、
合

計

四
十

四
例
を
数

え
る
。

*
小
久

保
崇

明

『
大
鏡

の
語
法
』

昭
和

六
十

年
明
治
書
院

第

四
章

大
鏡

の
語
彙

一
四

一
頁

「
『
大

鏡
』

に
お

け

る

「死

ぬ
」
と

そ
の
類
義

語
」

*
小
久
保
崇

明

「御
年
六

二
に
て
う
せ

さ
せ
お
は
し
ま
す
考
」
昭
和

五
十

三
年

『
語
文
』

日
本
大
学
国
文
学
会

(五
)
①

「居

る
」
を
卑
し

め

て
言

う
山
梨
、

長
野
な
ど
。
②

「来

る
」
を

卑
し
め

て
言
う
。
愛
知
、
滋
賀
、

奈
良

な
ど
。

③

「行

く
」

「
去

る
」

を
卑
し
め

て
言
う
、
山
梨
、
大
阪

、
和
歌

山
、
徳
島

な
ど
。

(
『
日
国
」

よ
り
)

(
六
)
森
田
良
行

『
動
詞

の
意
味
論
的
文
法
研
究
』
第

四
章

動
詞

の
語
義

結
合

二
七
七
頁

(
七
)
転
義

の
ご
く
初
期
と
思
わ
れ
る
。
《
わ
と

の
は
み

そ
ぬ
す

人

か
、

と

く
と
く
う
せ
よ
と
追

ひ
出
す
》
(
室
町
期
物
語

・
雀
草
子
)

(
八
)

(
注
四
)

の

「
か
き
け

つ
や
う
に
う
せ
ぬ
」
〈
表

二
〉

を
参

考

に
し

た
。

(
九
)
慣
用
句

の
中

に

二
格

が
入
り
込
ん

で
い
る
事
実
は
、
そ
れ
以
前

に

二

格

に
至
る
過
程

が
あ
る
は
ず

で
あ
る
。

『
今
昔

』

の
次

の
例

は

こ
の
前

段
階
と
し

て

一
過
程
を
表
す
の

で
は
な
い
か
。
「
其

ノ
鷹

亦
鳥

ヲ
不

取

ズ

シ
テ
飛

テ
雲

二
入

テ
失

ニ
ケ
リ
」

(巻

二
十

九

・
第
三

十

四
)
、

「
猿

ハ
木

二
傳

ヒ

テ
失

ニ
ケ
リ
」

(
巻
二
十
九

・
第

三
十

五
)。

(
一
〇
)
上
接

(失

せ
果

つ
、
失

せ
行

く
、
失

せ
終

る

等
)

下
接

(
落
ち

失

す
、
消

え
失

す
、

飛
び
失

す
、
逃
げ
失

す

等
多
数

あ
る
。
)

C
l

1
>

f
あ
の
ふ
る
が
ら
が
さ
を
と

っ
て
う
せ

て
…
…
ま
ん
ま
と
ぬ
か
れ

て
う
せ
た
…
…
」

(虎

明
本
狂
言

・
す
ゑ
ひ
ろ
が
り
)

「
こ
の
が
た
が
た

丸

を
忘

れ
て
う
せ
た
」

(東
海
道

四
谷
怪
談
)

(
一
二
)

「
う
せ
行

ぬ
」

(醒
睡
笑
)
、

「
う
せ
あ
が
ら
な
い
か
」
(遊
子
方
言
)、

「
こ
の
た
び
ぞ
世

は
失

せ
終

ら
う
と
申

し
た
れ
ば
…
…
」

(天
草
平
家

巻

四

第

三
)
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